
 当社では、年末になると、クレーンゲームでその年１年を振り返る【世相キャッチャー】というのを展開してきました。
今年は、平成最後の年末ということで、今年１年ではなく、『平成という時代、３０年を振り返ってみよう』ということで、

この３０年間に流行った物などで、懐かしいと思ってもらえる物や、３０歳未満の方には、こんな物が流行ったんだと

平成の歴史を感じてもらえるような物を景品に採用したクレーンゲームを考えました。それが【平成こんなのあったよ

ねキャッチャー】です。 
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 株式会社東洋（本社：埼玉県北本市/代表取締役社長 中村秀夫 以下、当社） が経営する、１店舗

当たりのクレーンゲーム設置台数がギネス世界記録に認定されている 「世界一のゲームセンター 

エブリデイ行田店（埼玉県行田市）」は、２０１８年１２月、平成最後の年末にちなんで、クレーンゲーム

で平成という時代３０年を振り返って頂く為、４週連続で登場する、懐かしい品やこの３０年で流行した

商品が景品のクレーンゲーム、※【平成こんなのあったよねキャッチャー】を誕生させました。 

 （※詳細は２ページに記載） 

平成こんなのあったよねキャッチャー って何？ 

平成最後の年末ということで、この３０年の歴史を振り返る！！  

【平成こんなのあったよねキャッチャー】 

 ↑観光地のお土産コーナーなどで良く見かけた、今では見かけることも 

  少なくなった豆本キーホルダー・ミニ辞典のキーホルダー 

 第１弾は、筆記用具なのに、持って行くのが禁止

になる学校も現れる程の人気で、社会現象にも

なった、転がして対戦して遊べる鉛筆（通称：バトル

鉛筆）が景品となっております。 

 この台の企画・製作者（３０代男性）によると、『小

学生の時にドラゴンクエストのバトル鉛筆が流行っ

て、学校で友達とバトルをした記憶があります。本

当は、当時のドラゴンクエストのバトル鉛筆を景品

に採用したかったが、今は製造されてないのか、景

品の数が確保が出来なかったので、バトル要素の

ある他の鉛筆を探しました。当時バトルをやったこ

とのある世代の方が、今は父親・母親世代になって

いると思うので、お子さんと懐かしみながら楽しん

でもらったり、当時の流行を知らない今のお子さん

達にも楽しんでもらえたら嬉しいです。』とのこと。 

懐かしい商品や当時の流行品などが景品のクレーンゲーム 
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第４弾は 一度は見たり、遊んだりした 『豆本・ミニ辞典キーホルダー』 

パンダも飼える! 

シリーズ第４弾 １２月２５日登場しました!! 

 ↑平成こんなのあったよねキャッチャーの 
ポスター画像 

 今回、１２月２５日（火）に、４週連続登場予定のシリーズ最終作となる、【平成こんなのあったよね

キャッチャー】第４弾を登場させました。第４弾は、１９９０年代、高速道路のサービスエリアのお土産

コーナーや、観光地のお土産売り場などで売られているのを良く目にした、今ではなかなかその姿を

見ることがなくなってしまった、タテ５ｃｍ×ヨコ４ｃｍほどの大きさに、占いやなぞなぞ、生き物図鑑や

漢字辞典などが収められている、豆本キーホルダー・ミニ辞典キーホルダーを景品に採用しました。

シリーズ全４弾の中で、今でも売られている場所を探すのが、１番困難だった商品です。 



 第１弾は、３０代男性社員の発案
で、角柱型の鉛筆で、転がして出
た面にプリントされている内容で対
戦が出来るバトル鉛筆を景品に採
用し、１２/６に第１弾として登場さ
せました。  
 
 
 
 
 
 
 
        

 第２弾は、２０代女性社員の発案
で、たまごっちのように、デジタル
ペットが飼育できる、携帯型電子
ペットゲームを採用し、１２/１３に第
２弾として登場させました。  
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 当社では、年末になると、クレーンゲームでその年１年を振り返る【世相キャッチャー】というのをこれまで展開し

てきました。今年は、平成最後の年末ということで、今年１年ではなく、『平成という時代、３０年を振り返ってみよ

う』ということで、この３０年間に流行った物などで、懐かしいと思ってもらえる物や、こんな物が流行ったんだと（特

に３０歳未満の方に）、平成の歴史を感じてもらえるような物を景品に採用したクレーンゲームを考えました。それ

が【平成こんなのあったよねキャッチャー】誕生のキッカケです。 

 

 平成こんなのあったよねキャッチャー とは・・・？ 
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関 連 資 料 

12/19 YAHOOニュースや新聞の朝刊で 

平成こんなのあったよねキャッチャーが

取り上げられました!! 

 （※その他、LINEニュースなどでも掲載頂きました。） 

  

右の画像は、そのYahooニュースの画面

を写したスクリーンショットです。 

 

 

各種メディアで取り上げて頂いております!! 

 第３弾は、シリーズ４作の中でも、
商品を確保するのが最も困難だっ
た商品で、好きな長さで切って食べ
られるバブルテープガムを採用し、
１２/２０に第３弾として登場させまし
た。  
 
 
 
 
 
 
 
                                        

 今回の第４弾は、現在でも販売されている観光地やお土産コーナーなどを探すのに１番苦労した商品です。

『売っている場所の情報を知りませんか？』と、社内で、アルバイト・パートさんまで声を掛け情報を求めたり、『〇

〇で売られていた』という情報をキャッチしては、『近くに親戚などが住んでる方いませんか？』と社内にメッセー

ジを投げてみたりと、全従業員さんを巻き込み、ありとあらゆる方法を用いて、商品の確保に努めました。お土産

屋さんなどで売られていたとしても、店頭にあるのは数個程度で、景品に採用する程の、ある程度のまとまった

数に達しなかったので、シリーズ４作の中でも登場順が４番目の最後になったという経緯もあります。今回、全部

で２００個近く集めることが出来ました。 

 既に登場済みの３作に加え、今回

の第４弾もですが、台を見た方は、

懐かしがってプレイしてくださるので、

景品が続く限り、残された平成の期

間の４月末までは続けたいが、反響

の多さに早期完売を危惧している為、

景品の追加確保も検討しています。 

※株式会社東洋では、一般の方から広く、豆本   
  キーホルダーの販売店の情報を知っている方 
  からの情報提供を受付ております。（緑川まで） 


